
 

 

４～６年生   実践事例    

「バスとクルマの二酸化炭素の関係を調べよう」 

 

指導目標 ◎CO2マップを作成することで、自分の住む地域の環境状況について問題意識を持ち、
自分たちにできる環境に優しい行動を行う姿勢を持つ。 

◎環境問題を身近なことと捉え、自分たちにできることを考える。 
◎二酸化炭素量と交通量の測定を行える。 
◎バスとクルマの二酸化炭素排出量の違いや地球温暖化と二酸化炭素との関係につ
いて理解できる。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

身近な道路の交通量と二酸化炭素量を測定することで、環境問題とクルマ・バスの関

係を学び、環境問題について自分なりの取り組み姿勢を持つことが期待できる。 

対象学年 ４・５・６年生   

対応教科 社会科、理科、総合的な学習の時間 

標準校時 ４コマ   

学習構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．導入（市の公共交通） 

・バスの歴史や市内のバスの状況について学ぶ。 

２．交通量、二酸化炭素量の測定 

・カウンターや二酸化炭素検知管、気体採集器を用い、周辺道路の交通

量と二酸化炭素量を測定する。 

３．CO2マップの作成 

・測定結果を校区の地図に記入し、校区の交通量と二酸化炭素量をまと

める。 

４．調査結果を整理して考える 

・調査結果をまとめ、整理して検証する。 

５．環境にやさしい交通行動を考える 

・交通と環境の関係を学び、環境にやさしい交通行動を考える。 

６．環境にやさしい交通行動に取り組む姿勢を身につける 

・自分たちにできるエコ活動を考え、取り組む姿勢を身につける。 

７．バス運転手に話を聞く 

・バスが環境にやさしい乗り物であることを直接運転手に聞き、自分た

ちができるエコ活動に取り組む姿勢を身につける。 
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